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嚢報l 大学院修士論文要約

明治初期の国民教化策についての考察

小 IL!毅

教育!史学研究室

rH~控陪題の所在

第 l家維新当初の教化策一一神祇省・玄教{吏

害事 l節維新政府の神道政議

第2節

211 3i1.ii 工数伎の教化活動

自

tn 2 J''ji: 文明開化策に対応したf文化Wf--J妨げi.
教J幕戦

戦前までの日本の公教育fは，国家権力のiff接統治Ijによ

るいわゆる天皇制教育体系として確立されていた。そこ

では教育それ自身が統治手段の様式とされ，中央集権，

弱J令による指揮提督，教育内容の夜i一化と科学からの系

離などを特徴とした。従って日本の近代教育史は観念的

精神主義による， jJl関イデオロギーへの間変化，只IJち教

化の}絞らとであった， という側聞を強く有してしるO 教{ヒ

が民衆のrj'に派く惨，;Aし成功した大きな原|州工，教化の

立川、i:になった思想が民栄午、jおにとけ込んでいた伝統思必j

を必礎とし，惨透の過程においてもいわゆるくムラ〉の

統治機構を主主大根に利用していたからである Q

IJ、i漁の対象は維新後約10年間の国民教化組織で、あった
宣教佼および教毒事機である。宣教伎の考察では，文部省

の磯rr..学制j頒;市以前の各種の教育論，制度の中に，震!

民を教化しようとL、う考え方がどのように表現されたか

を主として検討し，教導織の考祭では，国民教育訪日度の

縫立過程から脱港;しながらも，教化組織がし、かなる目的

のために，いかなる活動をしたかを主として検討した。

その際，討会主義者による幼女:r明治時代の政教史J
(筆省不;Fp。明治38王子3Y1の Wj立百』所紋)が，宣教{丸

教毒事織の潔念を燦史的に概観した後，教子守勅諮発1]1I;炎の

悶民教育策の精神は，その隠紋であると論じたのを11';詰誌

の手がかりとした。他方，小松周官民，小瀬仁作氏が明
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治初期の教育政策を一連の教化政策との関連で総体的に

把握し，そのことによって20年代以降に天皇制教育体系

に荷者が統ーされ，磯立されていくとする仮説を，論文

J穣成の根Eまにおいた。小r治で資料的に最も力をいれたの

は，第 1策第3賀i'iおよび第2殺であるつ

〈第 1撃の要旨〉

維新の附足は慶応3年12)19 [1の「王政復11干の大 57

令Jに発したように述の教化策は，科l遊間教化策と

術援不可分の関係にある。者fJ道とは本来，一占来からの素

朴な神祇思想もと，時代の変化に従ってさまざまの宗教的

窓義を附与した総体で、ある。!見実的にはヲミ号~]誌の神機イヒ

であり，神道に関家的意室長を与えることによって，逆に

国家的権威を紳遂の基礎の上にl笠こうとしたものであ

る。

官j!J1jの上では，明治2if6月版籍泰還により，一応全

~lが中央の直結となった後. 2'度6翁の需IJによって太政

官が最上位に授かれ，戦掌に[室主宣教」が新たに加えら

れ. j直接民衆に按しようとしたのが，教化策の始まりで

ある。宣教使設躍の原動力は，幕末以米の者1I仏分離，虎

仏殿釈の風潮と，これと対綴にあった浦上問辺のキリス

ト教徒への教裁の経験である。処方新政府が民衆に接し

ようとする樹氏には，学問することとは分離され，法令
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の;盛守. J験支の履行を目的とする伝統的な「民を教ゆ

るJとする，支配者の考え方がある。つまり，や間体系

に基いて内容を制度化するか，学習者の主体を重んじる

か，の2点でく教育〉と本来庶民を対象とするく教化>

は決定的に相奨したコ

維新後庶民に示された策は，第 iに幕府以来の「定三

;fLJである。まずこ. 1;1議A府県施政限Fi;Jや「東北地方へ

/述」の. 1小学校ヲ設ノレJ理由は「伴序ノ教不V'lIlIi侯テ

ハ政教難被行候Jということであった。つまり復合的太

政官制の下に，政教一致にもとづくく教〉を立て「民を

教ゆる」ことが主主関されていたc 元年 l月の三日公操・平

111欽胤・矢野玄;1fiの学校掛任命が，政府の教育に関する

公文第 i号七、あるが，制度規則を[急速T1J取計{民事jと

された背景にはさらに「口達 jをみてみると，間欧化へ

の・般的な符戒とキリスト教への思1以対策的な主主味をも
っていたことが知られる。当時の教7守主誌なみても主とし

て関学者は.神道に主主づく問災思想の統治JIによる絶対主

義的権力の磯立を，庶民く教育〉策に期総=した。それら

は独自の教育体系・学校体系をもたなかったために潟明

派による国民教育制度，学校体系の整備の過程から税務

し，その結果，成人した庶民にi直接対処する策として生

みだされたのが 2年7月の!宣教伎の設i註である。

設置の:必殺で，神道による統制はキリスト教へ対処す

ることが強く意識された。主主教使には国学者と神官が任

命された。そのく教〉は3年 1月の「大教室主布詔J. 4 

月の「宣教使心得議」に具体化された。被先のたてた緩

や統を「依神之大滋」として天下に:;fnくという意図であ
る。伝統的思手ぎな;神J瓜怒怒にうまく整合し天長さは締と同

化した。つまり天主主を原点とする新しい階!霞秩序を構成

することが教化活動の任務であった。教化活動は共同氏

任という農村共同体的倫理に余而的に依拠し，資教使は

に当然にも一方的な伝迷の機構と心得られたc

災l際の活動は全般に不振で、あったが，この大教，つま

り神政道徳は中央集権の確立と同時に国家によって規定

され，ネ申下土行政と結びついて，陰tこ陽に国民の精神構造

を決定する根幹となった。

<第2章の要旨〉

4年7月に廃韓基ili県が行われ，天皇親臨による専制的

な中央政権が確立された。同時に庶民対策として，従来

の卒中紙省一一室教使の教化活動の不備への批判をこめ

て，国体観念の明徴を図る教化活動の強化が. 12月22日

ti.院から建議された。この結果 I~関諸教ヲ統括シ茶教

律ヲ執テ以テ陵教ヲ正シ人民ヲ、ンテ帰l匂依頼スノレ処アラ

シムJ. つまり天皇制権力を神聖化しそれを批判する一
切の禰流を圧殺するお的をもって，宣教{交を擬して 5年
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3月数奇/;翁が設けられた。これは中央集1権念支書配dの4倣t
一一一;珠際としてのみならず，文部省一一学制とならんで設霞

されたゆえんは.農民縛の土地改革の要求を含めた反封

建闘争の激発に対する教化・慰燃の意味をもっていた。

教導職には神'自'僧18が強制約に教化の末端に{立i到すけら
れ，のみならす

部2翁哲上tφわ7香きでで、はその数70∞0∞0を越え7たこ。文部省一一一学制が
当初専ら実学思想、に基いてく学問する>ことによってお

悶強兵合図った時，教導織は閏氏の精神的統一言ど専らと

した。

教導職の教イヒ活動の現念は基本的に「大教宣:;fni沼~

受けつぎ 5年4}1の f敬神愛悶J.1天王手一人道1. .1こ

不戴・朝霞滋"'fJ の 3 条の教j議に具体化された。{/r:原~~

獄の解説書貝Ij夜、言』では単純な神道問教主主主主ど排~.

卒、Jの雲寺礼を村主1:とがiびつけ，さらに神州の神什iたるゆえ
んに説きおよぼうとするもので，伝統的な{質調構造に均三

くくい込む論理を有していた。;教導機の設i読に設もJJの

あったのは関学者で‘はなく刻怒[j隆康，江藤新王子であった

ことから，教導織には新しい要索が加わりそれは 6年

2月の教化活動の望書則28;Jit鐙の内，特にm在題に示され
ている。 17派題は，笠間E母体・良政一新・滋不可変・制

riJ随時・人呉氏獣・不可不教・不可不学・外国交際・権

利義務・役心役形・政体各穣・文明開化・律法J合年L・間

法民法・富国強兵・秘税賦役・産物純物，て、あった。

この意図は一方で、は伝統的な慣習構造を横すべりさせ

て天皇を神務化し. f:辺氏(1甘な階層校Ffに庶民を組み込む
ことであり，他方では新政策を庶民に周知徹底させるこ

とにあった。殺岳一宗輿の『二十八題弁!格Jでは，不可不

教や租税賦役が全て富国強兵のためとされ，学校もまた

それに他ならぬことが，就学すべき子供の裁て、ある庶民

に説教された。そして「万民ヨク万物ヲ潔シテ以テ一行

ニij¥}スヘキ」であり. 1文明開化ハ;万民ヨク型jミノ教化

ニ|絡II~r スノレヲ調フll1J というのが，その中心的なJm念と

して主張されたところに，教化活動の111ねが端的に表現

されている。

実際の説教活動は社ミキを教院とし，あるいは新たに建

立し，または巡回して行われた。 u教導職茨城県北部巡
回日誌、』をみると，説教は3条教慾. 28~在緩に必ずしも

拘泥せず，説教人も教君事織の飽その地の名士を含み，聡

衆の組織もIE副戸長といった村の組織を利用しており，

新政府の政策は村の規制・慣習と巧みに混合されて説教

された。この様子は新開，雑誌等に多く記録されている

が，その多くは翼賛的な賛美と，他には教導織へのあて

こすりと説教の制劣さに対する批判であって，教化その

ものに対する批判はほとんど無い。

教毒事職の活動は，例えば宮城県において，徴兵令，学
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校規則，戸籍， :i古車l改正など， 1大エ致事ヲ焚術Jしつ

つ行われた。また新政府に対する農民!綴援に対しては積

極的にこの説得にあたり，教導駿もまた， 1地ブj官ハ初

旨ヲ遵章表シテ民ヲ施治シ教導験ノ、地方1fヲ助テ民心ヲ維

持スノレ所以Jと， w教義新聞』などに自己の任務を炎現

した。つまり教導職は兵部翁的武力とは対照約に，民衆

をM:ttf!~:することを任務とした。

教郎君5はlOfドに廃され，人民教化に関する'1H:主は内務

省にひきつがれ， 17年に受って教導織も廃され，神社行

政および宗教上の監督はそのまま内務省が受けつL、だ。

ところで教導職の活動は，現実に新しい知識を庶民に与

えたぷ，倫理統常を明らかにするのが教育のf1的だとと

らえる，の2点から，庶民に対する教育機関としてもと

らえられていた。

く第3輩の要旨〉

5 {fjO)Jころ， l'文部省と交部省の合併の運動があった

といわれぶ突合併が迷せられたが， [明治以降教育制

度発迷史』では「文部省と教部省が同ーの庁、舎に在り，

かっ文部卿が教音1;刻苦け似1するとL、ふ意味に過ぎずJと

されている。しかし合併運動の本来の11的は学制実施に

i祭して，施設と人を速急に必要としたからで、あろう。こ

のことは6月3Sの学制への追加「神官僧侶学校ノ!JU

が制定されたことによって明らかである。 5年8月に綴

:(ji ~きれた学制が実擁されたのは 6 年 2 月ころからであ

る。この規則は9月には念文削除され，わずか半年間の

ことで、はあった。しかしこの議、図は小学校の教師および

校f与を補模するために他ならず，学制の早急、な実施のた

めに地方の知識腐としての神宮僧侶が利用されたと窓、わ

れるo !WJ~ ， 6:tr三に開設された小学校の40ia強がすー妓を

利用したものであった。これがi切除された意味は従来の

研究によれば，ポ教教育を禁止したたてまえから，キリ

スト教，仏教への対処のためと沼、われる。

こうして教育機関と教化機関が併存したわけだが的、氏

はこれをどう感じたか。 7年5月に教きj)翁は，教践を「

文部省所轄学校ト判然区別組立Jつるよう迷している

が，この前後の事情から庶民にとって，教院は学校とi司

じように怠われたこと，現実にI可二部主同様の側面を有し

ていたこと，がうかがわれる。

この遠の前後には両者の関迷について新聞紙上に多く

の意見が発表されている。例えば f教義主Fi関』には「学

校ノ教1[:/、知識ヲ閲クヲ目的トス教i渓ノ、ん心ニ信ヲ生セ

シムノレヲ討的トス」と専ら教化を2績にわけ各々それを

分Hl.することを主張する。さらに自己を主張すると「教

院ヲヌドト、ン学校ヲ以テ羽翼トシJとし、う主張になるc つ

まり教育ではなく教化という女体構造のctに教化と教育

がjミ従の1Y，:Jj系で機恕されてし、る。この主娠の背j立には，

t学制が徳7雪、を経視したことへの批判の一磁を含み，教育

制度の体系的な整備につれて，教育内容の中に積極的に

とり入れられ，支配してし、く懲念に成長していくもので

あった。

これらの教化活動が深層において力強H参透JJをもっ

たのは，伝統的な'慣習，つまり神お二郎氏によれば家・

村・1:fI)・身分の4つの凶子に草野滋して進められたことに

恨本の原図をもっている。そして関民を教化するという

全体i構造の中に教育局(需IJ度〕を位置づけた日本的な公教

育は，教育勅言語の発布や，神社行政と後蒜し，神道を宗

教外として学校教育に導入させることに実現された。

小論が窓関した教干脊守と教f化との関i述車のJ検食J紋正;に亡D関;司!し
F肉E汚3者がlωO{今Iゐイ{代tカか込ら2鉛O年代にカか、けて統一されていくとする
仮説を，その統一のj~，f'rlで笈数{吏・教当事臓の活動がどれ

事己実質的に影響したかを検証する必要があるが，それに

ついては，資料的にも全くふれることができなかった"
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